
第14節 診療支援部

１．放射線技術室

１）人員

令和６年度は５月より育児休業から復帰が１名あり、替わって６月より１名が産育休に入った。今

後、復帰後の研修やその後の時短勤務への対応、日当直の参加について科内で検討していく必要があ

る。

また、今年度は年と途中の１月と３月に退職者があり科内の配置ローテーションの見直しが急務と

なった。当院では１人の技師が複数のモダリティを担当しており、突発的な退職が続いた時の装置研

修に多くの労力が必要となることを実感した。このような事態に備え、検査レベルを維持しつつ短期

間で効率的に装置研修を行うためのマニュアル整備と運用を今後強化していきたい。

２）検査件数と運用

一般撮影の件数については前年度に比べ10％ほど増加した。部位ごとの内訳では胸部7.5％、躯幹

（胸部を除く）9.1%、四肢18.8%の増加となり整形領域の四肢の撮影が最も増加した。なかでも整形外

科依頼の一般撮影は、近年、全脊椎や全下肢といった長尺撮影がとくに増加している。当院で導入し

ている長尺FPDは、長尺範囲を１度に撮影可能で静止のできない小児患者に有効であり、さらに被

ばく線量の低減も見込めるため小児の放射線検査に非常に有益であるといえる。

CT及びMRI検査は昨年度とほぼ同じ件数であった。CTでは、高画質の提供と被ばくの低減を目的

に、一昨年に更新した西館にあるCT装置への検査の移行を進めている。今年度はCT全体の約８割を

西館の装置で行い、本館CTは夜間など時間外の検査や点検時にバックアップ的に利用することが主

となった。MRIは、金属類の持ち込みによる事故など他の検査に比べ安全にかかわる特異な注意点

が多い検査である。当院でも以前から、より安全な運用に対する取り組みを行っており、今年度は検

査室前にMRIについての啓発動画を職員および患者向けに設置した。

３）機器更新

今年度は放射線部門で大型装置の更新はなかったが、画像処理装置＝３Dワークステーション（以

下、WS）を更新した。これまでWSなどは大型の装置の付属品として導入されることが多く装置の

入替に併せて更新されてきた。大型の放射線装置は15年近く使用されることが多いが、これらWSは

サポート終了のサイクルが５～７年と短く更新時期にズレが生じることが問題となってきた。

とはいえ、WSは今や３D構築のみならず様々な画像解析や処理に不可欠で、放射線以外にも多く

の各診療科で需要が増している。今後はWSを１つの独立したモダリティと位置づけた運用と管理が

必要になると考える。
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（梅田 聡志）

２．検査技術室

１．体制

令和６年度、検査技術室は河村秀樹臨床検査科長、岩淵英人病理診断科科長のもと、新たに川口晃司

輸血管理室長を迎え、検査技師27名（正規職員19名、有期職員６名）により運営を開始した。

年度途中に人員異動があった。11月に非常勤職員１名退職、12月に正規職員１名退職、翌年１月に正

規職員１名採用、２月に非常勤職員１名採用となった。

１．業務実績報告

１）ISO認定維持

2024年12月12日、ISO15189のサーベイランス２および2022年版への移行審査を完了し、認定を

維持した。
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２）５年間の検査件数推移

検体検査は横ばいで推移し、心エコーを中心とする生理・超音波検査は微増した。

外注検査では、移植感染モニタリングPCR検査を院内測定に切り替えた。

３）精度管理

日本医師会、日本臨床衛生検査技師会、静岡県臨床衛生検査技師会の大規模外部精度管理調査に

参加した。多くの項目で良好な成績を得たが、一部評価Dの結果については原因分析を行い、是正

対応を報告した。

４）検査機器・システム更新・運用改善

・2024年４月より検査室内冷蔵庫等の温度管理をロガーによる自動記録に切り替え

・７月に検査用冷凍庫１台を更新

・４月より細菌検査部門で「エリートジーニアス」を稼働し、移植感染モニタリングPCR検査を

院内で開始

・４月、直接クームス検査を従来の試験管法からゲルカラム法に変更し、精度・効率の向上を図っ

た。

・電子カルテ更新後の検査結果は、全体的に運用は安定した。

・2011年以前のデータ移行については、順次進めている。

・病棟採血管準備を開始してから１年が経過した。利用者アンケート結果をもとに改善を進めてい

る。

・生化学機器設定に不具合を認めたが、診療に影響はなかった。

５）学会・研究会活動

・令和６年度医学研究奨励事業において、検査技術室から以下の研究が受賞した。

o 最優秀賞：望月舞子「フローサイトメトリーによるT細胞機能解析の確立 ～原発性免疫不

全症の早期診断につなげる二次スクリーニング体制構築～」

o 優秀賞：井上卓「尿中ポドサイトの検出意義及び腎糸球体病態の比較検討」

・2024年12月に小児研究会の世話人として、福岡市立こども病院と協力し第41回小児臨床研究会を

開催した。

３．今後の課題
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※2023年度から検査システム変更に伴い、一部統計方法が変更となった。



・ISO15189認定の維持継続に向けた運用強化と、職員教育・内部精度管理の充実。

・病棟採血管配布業務について、利用者の意見を反映した改善を継続する。

・超音波検査をはじめとする生体検査の件数増加に対応するため、技師育成や人事交流を推進する。

・資材高騰による診療材料費増加を踏まえ、試薬や診療材料の有効利用を徹底する。

・外注費用の抑制のため、保険適応外検査の必要性を精査し、依頼適正化を図る。

（神園 万寿世）

３．輸血管理室

血液管理室は輸血療法委員会とともに、輸血のリスク管理や適正輸血の推進に努めている。当院にお

ける令和６年度の輸血の総数は、RBC 2,014単位、PC 5,025単位、FFP 1,181単位、アルブミン1,658

単位で、FFP/RBC比＝0.55(前年0.57)、アルブミン/RBC比0.82 (前年 0.68)であった。輸血管理料Ⅰの

適正加算基準はFFP/RBC 0.54未満、アルブミン/RBC 2未満、輸血管理料Ⅱの基準はFFP/RBC 0.27

未満、アルブミン/RBC 2未満である。

廃棄血は、廃棄血: RBC 69単位, 3.31%（前年1.68%）、PC 40単位, 0.79 % (前年1.49 %）、FFP 20単

位 1.67%（前年0.72%）であった。さらに廃棄を削減するために、輸血製剤は限られた貴重な資源であ

るという認識をもとに、管理室の努力を続けてゆきたい。

適正輸血を推進するためには、下記の指針（①、②）を周知することを心がけている。FFPの適応

はおもに凝固因子の補充を目的としている。先の基準ではPT 30％以下、INR 2.0以上、APTT基準値

の２倍以上、25%以下となっている（新しい指針では、この基準はエビエンスに乏しいとの理由で廃止

になったが、同様の基準を設けている国もある）。内科的疾患の慢性期では、濃厚赤血球の適応は、ヘ

モグロビン値6～7g/gL、血小板輸血の適応は1(～2)万/μLを基準としている。またアルブミンの投与

の適応は、急性期では血清アルブミン値2.5g/dL以下、慢性期では2.0g/dL以下で症状がある時を目安

としている。日本輸血・細胞治療学会の科学的根拠に基づいたガイドライン（③：赤血球、血小板、

FFP、アルブミン）を意識することを医師、看護師に浸透をしてゆきたい。また、学会のE-ラーニン

グ（④：日本輸血・細胞治療学会のHP のE-ラーニングのサイト：登録必要）や日本赤十字社が作成

した、患者さんとご家族向けの｢輸血｣に関するウェブサイト（⑤）も参考にしてほしい。

2003年７月の血液新法では、血液の完全国内自給を実現するために安全かつ適正な輸血療法を行うこ

とを医療関係者の責務と規定している。具体的には、感染等のリスクについて十分認識すること、有効

性と安全性、適正使用に必要な事項等について、患者又はその家族に対し適切かつ十分な説明を行いそ

の理解を得るように努める。輸血後のウイルスマーカーの検査（HBs抗原、HCV抗体、HIV抗体）は、

感染症が疑われた場合に行うこと、遡及調査の可能性、氏名、住所等の記録の保管、感染症等重篤な副

作用が生じた時は厚生労働省に報告すること、感染等被害救済制度は、適正に輸血された場合のみ認定

されることも伝えておく。また、投与後には、投与前後の検査データと臨床所見の改善の程度を比較評

価し、副作用の有無を観察して診療録に記載する。

2024年度は輸血ラウンドチームによる、輸血監視、安全監視、設備監視に分けたラウンドを再開した。

2025年度以降も継続し安全な輸血医療を推進したい。再生医療等製品を使用する上での設備面の充実と

情報収集を行い、この領域の整備にも努める。

「輸血療法マニュアル」や「看護師のための輸血マニュアル」は、院内共有の中の「診療部門」→

「血液管理室」→「輸血マニュアル」から閲覧できる。問い合わせや要望は、血液管理室（PHS 778）

や川口（PHS 647）まで。

① 輸血療法の実施に関する指針
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(http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/iyaku/kenketsugo/dl/5tekisei3a.pdf)

② 血液製剤の使用指針

(http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/iyaku/kenketsugo/dl/5tekisei3b01.pdf)

③ 科学的根拠に基づいたアルブミン製剤（赤血球製剤、血小板製剤、FFP等)の使用ガイドライン

(http://yuketsu.jstmct.or.jp/medical/guidelines/)

④ 日本輸血・細胞治療学会のHP のE-ラーニング

（http://elearning.jstmct.or.jp/login/）

⑤ 患者さんとご家族向けの｢輸血情報｣

（http://www.jrc.or.jp/transfusion/)

（川口 晃司）

４．臨床工学

今年度は、福本室長（小児外科科長兼務）を中心に、臨床工学技士６名体制で業務を行った。

臨床業務では、心臓血管外科・循環器科領域では、体外循環症例は前年度から微増し、ECMO症例

は大幅に増加した。開心術における第２助手業務は前年度から大幅に減少した。若手医師の教育的配慮

などの影響があるが、今後も医師とのタスクシェアを継続していきたい。不整脈チームでの心臓電気生

理学的検査・カテーテルアブレーションは順調に増加し、ペースメーカー遠隔モニタリング業務も安定

して拡大している。今後も不整脈チームの一員として積極的に参画していく。整形外科領域では、脊椎

手術における術中神経モニタリング（MEP・SEP）やナビゲーション支援業務が順調に増加した。さ

らに、2021年７月の臨床工学技士法施行規則一部改正を受け、当院では2021年度末に全スタッフが厚生

労働大臣指定研修を修了し、2022年６月より麻酔補助業務を開始した。麻酔導入時には、麻酔科医師の

指導のもと、CV挿入介助、末梢血管確保、麻酔記録記入などを実施しており、大きなトラブルなく経

過している。この領域に関しても若手医師の教育的配慮などの影響で件数は減少傾向にあるが、将来の

医師数減少に備え、業務継続の重要性は高い。

今年度の注目すべき臨床的トピックとして、長らく停滞していた小児体外式補助人工心臓（EXCOR

Pediatric）は、再施設認定を受けて今年度より稼働を開始した。佐藤、沼田循環器科医師を中心とす

るチーム医療のもと、臨床工学技士としても他職種と連携し対応している。経カテーテル肺動脈弁留置

術では、本邦初と思われる循環不安定患者に対してECMOを併用し循環を安定させ安全に施行できた。

最重症の気管狭窄患者では、県外からの搬送直後に手術室で緊急ECMOを導入し、気管形成術を実施

し、複数診療科・多職種の連携により救命に至った。

医療機器管理業務においては、点検2,334件（前年比＋66.9％）、修理358件（前年比＋383.7％）と大

幅に増加した。これらは、2022年度に導入したシリンジポンプのダイアル不具合に対し、メーカーと協

働で原因究明・改良を行い、330台の交換を完了したことは本年度の大きな成果である。これにより患

者安全を守るとともに、院内保守体制の信頼性も一層向上した。

総じて本年度は、人工心肺・ECMOを中心とした重症循環管理において確実な実績を積み重ねると

ともに、補助人工心臓の再稼働、不整脈・整形外科領域への参画、医療機器管理体制の強化など、業務

範囲の拡大と質的向上を同時に達成できた一年であった。今後もタスクシェアの推進と多職種連携を基

盤に、より安全で質の高い医療の実現に貢献していきたい。

（岩城 秀平）
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（表１）病棟別医療機器貸出・返却業務実績 [件]

（表２）病棟別長期人工呼吸器回路交換実績 [件]

（表３）人工心肺業務実績
（表３-１）月別人工心肺使用実績(入室後中止２件含む) [件]

（表３-２）体外循環実績
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（表５）医療機器の保守・点検・修理実績 [件]

（表４）臨床業務実績



５．成育支援室

○ 保育士

正規雇用職員１名、アソシエイト職員１名、非正規雇用職員６名（38.75時間勤務３名、29時間勤務

３名）が、それぞれの病棟で入院児の不安の軽減を図ると共に療養環境の充実を目指した。当院は15歳

未満の児に対し「プレイルーム、保育士等加算」を日々100点の加算を算定している。常に入院する子

どもの権利を意識した活動を心掛け、11月にはCLSと協働し『子どもの権利月間キャンペーン』を企画、

実施した

病棟での活動

８名がそれぞれ担当病棟に所属し、医療者とチームになり保育の視点から子どもたちの健やかな成長

発達につながる活動を一人一人のその日の体調や状況に合わせて計画、実施した。入院中も子どもたち

は日々成長発達を続けているので、出来るだけ健常児と同じようなことが経験できるように各保育士が

工夫して活動を行った。また入院児への関わりだけでなく、家族への育児支援や入院生活に対する不安

の軽減につながる支援を個別に行った。

病棟外での活動

きょうだいの会はきょうだいたちが病院を身近に感じ、病児のきょうだいとしての自分に対する自己

肯定感が上がるよう配慮しながら関わった。

療養環境検討委員会が行っている『わくわくまつり』『クリスマス会』は大会議室で子どもたちが集

まって実施した。そのための立案、計画、準備、実施を中心となって行った。

初診小児発達外来に同席し医師と情報共有をしながら、発達障がいの疑いのある子どもとその家族へ

の支援を実施した。その結果、親子がそれぞれに落ち着いて初診発達外来を受けることが出来た。また、

医師の診療効率が上がり、発達小児科医師より高評価を得た。

院内医学研究で『神経発達症児の養育者に対する新規ペアレント・トレーニングの開発』（令和５年

度、６年度継続）に取り組んだ。そのために、発達小児科医師、心理士と共に月に２回の定期的な会議

を実施し、企画・計画・準備を重ねた。令和年６度にはペアレント・トレーニングを計10回実施するこ

とが出来た。

外部ボランティアが実施するイベントでの子どもの対応を、ボランティア・コーディネーターと一緒

に各病棟や大会議室で行った。

保育士と併せて行っている活動

保育士４名がHospital Play Specialist（HPS）の資格を有し、日々の保育活動に加えHospital Play

Specialistの視点で子どもたちと関わり、その活動を院内外に発信した。２月に行われたHPS国際シン

ポジウムでは、当院でのこれまでの取り組みを紹介し、院外からの高い評価を受けた。また、静岡県立

大学短期大学部の実習生を指導したり、ホスピタル・プレイ・入門の講義を担当したりすることで、子

どもの療養環境改善を目指す活動を深める努力を日々続けている。また、院内でHPS資格を持つ看護

師４名を一緒に、子どもの目線に立って医療を考える目的で医療者向けの『HPSワークショップ』を

11月に開催した。

保育士の雇用について

当院では保育士が７名在籍しているが、正規雇用保育士が２名（うち１名はアソシエイト職員）に対

し非正規雇用保育士が５名である。正規職員よりも非正規雇用職員の方が多い部署は、院内でも当部署
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だけである。依然、全国的に保育士不足が叫ばれている中、正規雇用での保育士の募集は売り手市場で

ある。当院の非正規雇用保育士は、医療保育という特殊な分野に高い志を持ち在職しているものの、待

遇面や将来に関する不安を全員が抱えている。保育士の業務は各病棟１名ずつの配置であることから、

日常の保育業務の内容に正規雇用と非正規雇用の業務に大きな違いはない。当院での保育活動に意欲や

やりがいを持って就職しても、雇用条件の問題から退職し、他施設で正規採用されるケースがここ数年

続いている。優秀な人材確保は病院の質の向上につながってくるため、人材確保と雇用条件の改善に努

めたいと考えている。
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令和６年度 保育活動業務実績

１．入院児に対する保育実施割合 ２．対象児年代別割合

３．保育実施データ

①実施時の状況 ②ディストラクション・プレパレーション人数

４．発達小児科

①初診外来介入人数

②令和６年度介入対象者年齢 ③ペアレント・トレーニング



５．きょうだいの会 ５/18、７/６、９/14、３/27 実施 （延べ参加人数…13人）

６．その他の活動

・看護部との連絡会議、院内学級との連絡会議実施（１回/月）

・わくわくまつり（８/23）、クリスマス会（12/25）

・虹色の会（遺族会）の託児支援（８/31、２/15）

・寄付の紙アプリ（お魚アプリ）を病棟、外来で実施（４月～３月）

・日本社会事業大学保育見学（８/19）

・静岡県立大学短期大学部HPS実習指導

（４/22～４/26：２名、６/17～６/21：２名、10/７～10/11：１名、10/28～11/１：１名、12/９～

12/20：２名）

・静岡県立大学短期大学部で非常勤講師として講義（全６回）

・ワン・シズオカイベント、企画、実施（６/５、９/４、12/11，３/５）

・各病棟でボランティアへの対応（オンラインを含む）

（杉山 全美）

○チャイルド・ライフ(Child Life)

＜勤務体制＞

チャイルド・ライフ・スペシャリスト（Certified Child Life Specialist: CLS）は、平成21年９月

に入職し、平成21～23年度は週30時間勤務、平成24年度は週40時間勤務の有期雇用、平成25年度より正

規職員となった。平成30年４月～11月、および、令和３年11月～令和４年12月の期間、正規職員のCLS

が出産・育児に関する休暇を取得したため産休代替が業務を行った。令和２年度から正規職員が１名増

員され、現在２名体制で活動をしている。

＜支援の目的＞

CLSは、こどもが病気・怪我・入院生活などのストレスがかかる状況において、安心や楽しみを感じ

ながら自身の力を上手に発揮し、その力を育んでいけるように支援する。また、こどもが頑張ることに

疲れたときには、休憩や充電ができる時間を用意する。これらの過程を通して、こどもが状況を受け止

め、医療者との信頼関係を築くことを促し、主体的に医療に取り組む姿勢を支持する。

＜活動実績の推移＞

現在、支援の対象を、初めて日帰り手術を受ける４歳以上のこどもと家族、PICUを中心とした西館

の病棟に入院中のこどもと家族、血液腫瘍科を中心とした北館の病棟に入院中のこどもと家族、死期が

迫ったこどもと家族（きょうだい）としている。また、医師や看護師から相談を受けてこどもや家族に

対応している：表１, 表２。

外来や手術室：採血を受けるこどもへの支援（０～５人/日）、初めて日帰り手術を受けるこどもへの

プリパレーションと手術室ツアー（０～４人/日）を実施した。今年度は、採血への拒否が強いAYA世

代の患者の移行を見据えたプレパレーションの依頼が増えた。また、外来での患者や家族の継続的な支

援、入院中に関われなかったきょうだいへの支援のニーズが増えている。

病棟：平成24年度までは依頼を受けてこどもに関わっていた。平成25年度からは支援の対象を、PICU

に入室中のこどもと家族、移植医療を受けるこどもと家族を中心とした。令和２年度は、CLSの増員に

伴い対象者を見直し、新規介入件数、介入件数ともに増加がみられた。令和５年度は、PICUとCCUの

合併により、これまでは介入していなかった循環器系の疾患の患者、特に新生児と乳児への介入数が増

加した。今年度は、交通外傷や補助人工心臓を装着した患者に創部処置が毎日必要であったため、処置

中の支援のニーズが高く、他の支援の件数が減少した。
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＜主な支援の内容＞

－ 治癒的遊び（セラピューティックプレイ）

こどもが遊びを通して心の安定と主体性を保ち、ストレスがかかる状況に対処できることを目的に、

安心感を得られる活動、コントロール感・自己肯定感を保つ活動、気持ちや感情表出を促す活動、医

療体験に焦点を当てた活動（メディカルプレイ）、リラックスや気分転換を促す活動、成長発達を支

援する活動を実践している。こどもに活動制限がある場合は、話しを聴く、CLSが遊ぶ様子をこども

が見て楽しむなど、共に過ごす時間を大切にしている。今年度の支援件数は病棟で654件であった。

－ プリパレーション＆処置中の支援

こどもと家族が主体的に医療に取り組むことを目的に、こどもの理解力とニーズに合わせた方法で、

これから経験すること／経験したことを伝えている。CLSのプリパレーションは、こどもの“不安”

や“希望”に注目し、気持ちの表出を促したり、こどもに適したコーピング方法を一緒に考えたりす

ることを大切にしている。処置中は、こどもが選んだコーピング方法を実践できるようにサポートし

ている。今年度の支援件数は病棟で198件、外来で257件であった。

－ 意思表示・意思決定支援（疾患教育、IC/IA同席）

こどもが、自分の身体に起こっていることを受け止めて対処したり、セルフケア能力を発揮するこ

とを目的に、こどもに合わせた説明の方法やタイミングを、家族・医師・看護師と共に検討している。

実際にこどもに伝えるのは医師や家族であることが多く、CLSはこどもと同じ視点で話しを聞きなが

らフォローする立場となる。こども本人の意思が尊重され、治療方針や日常生活に反映されるように、

プリパレーションや疾患教育、IC/IAを得る場面を通して、こどもに適切な情報を提供し、こどもが

考える時間を作り、意思を表現することを後押ししている。今年度の支援件数は、病棟で11件、外来

で５件であった。

－ 精神的支援

子どもが入院や治療、疾患や怪我に対する思い、意思決定するまでの気持ちの揺れや、決めること

への重圧に押しつぶされないように、こどものペースで一緒に進むことを大事にし、休息の時間をも

つことを大切にしながら関わっている。今年度の支援件数は病棟880件と最も多く、外来は126件であっ

た。

－ グリーフケア

死期が迫ったこどもと家族が穏やかな時間を過ごしながらグリーフ過程を踏み出すことができるよ

うに、こどもや家族の気持ちの変化に寄り添いながら、“したいこと”、“できること”（思い出作

り）を考え、実施できるように手助けをしている。また、亡くなったこどもの家族やきょうだいを外

来で継続してサポートすることもある。近年、きょうだいへのグリーフケアのニーズが高まっている。

産科からの依頼で、死産できょうだいがいるケースの支援も行うことがある。今年度の支援件数は７

件であった。

－ 家族・きょうだい支援

家族の機能を維持・強化しながらこどもの入院に対応していけるように、特にきょうだいが感じる

様々な思いに注目した支援を行っている。きょうだいの様子について家族と話し、きょうだいへの説

明方法を検討したり、きょうだいが面会をする際のサポートをしている。今年度の支援件数は病棟で

946件、外来で149件であった。

＜その他の活動＞

・補助人工心臓装置・適用検討委員会での活動。

補助人工心臓を装着した患者への、治癒的な遊び、処置中の支援を継続的に行った。

・グリーフケアチーム部会での活動（遺族会：虹色の会、院内でのグリーフケア）。

― 175 ―



新たに、きょうだいグループをつくり、CLSがファシリテーターを担った。

・緩和ケアチーム部会での活動

・移行期支援外来部会での活動

・小児がん拠点病院における、小児がん相談員としての活動

・臨床倫理部会での活動

・こどもの権利月間キャンペーン実施

・院内学級での勉強会の実施

・看護系の学校、子ども療養支援養成コースでの講義

・医師や医学部生の見学受け入れ

・他施設の看護部門との交流

・子ども療養支援士の実習受け入れ

・院外での講演会や執筆活動

・対面できょうだいの会の実施（４回開催）

・AYA世代のための支援（AYAラウンジでのイベント開催を含む）や環境整備

・沼津工業高等専門学校専攻科医療福祉機器開発工業コースの課題解決型教育プログラムProblem

Based Learning(PBL)への協力

表１： 外来・手術室でのCLSの支援（件）

表２-１：病棟でのCLSの新規介入（件）
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表２-２：病棟でのCLSの支援内容（件）

（作田 和代）

６．リハビリテーション室

① 理学療法（PT：Physical Therapy）

令和６年度は理学療法士常勤８名、有期契約１名（週３勤務）の体制で稼動した。理学療法部門で

は、昨年度からの継続患者と新患患者を合わせて延べ9,935件の理学療法を実施した。入院実施件数

は減少したものの、単位数は例年と同水準を維持しており、人員増加により１人の患者に介入できる

時間が増加した。（表１～３）。PICUにおける早期離床リハビリテーション加算については、２名の

スタッフが隔週交代担当し、入院超早期から回復期リハビリテーション、さらには外来フォローアッ

プまで一貫した介入を継続した。目的別では例年と同様に中枢運動障害や呼吸理学療法に関する早期

介入が多数を占めた（図１）。また、隔週での土曜日出勤を継続し、３連休を避けた勤務体制を維持

した。地域支援としては、県内８校の特別支援学校での直接支援を再開した。さらに、静岡県内の小

児療育関係者を対象に「静岡小児リハビリテーション研究会」を毎月開催し、現在では100名以上の

会員が登録している。今後も小児急性期病院として、チーム医療とリスク管理を充実を図り、安全で

効果的なリハビリテーションを提供するとともに、地域における小児リハビリテーションの質の向上

に努めていきたい。

（理学療法士 北村 憲一）
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を図っていくことが大切だと考えている。

（作業療法士立花真由美、成滝叶）

表 1 作業療法実施状況 表 3 依頼科別患者数（件）

入院 I 外来
件数

単位数 :::]| ]];: 
合計

3801件

9928単位

表2 新患患者数延べ人数（人）

I 入：ょ I 入院1431 外来197|

図1 目的別件数
二
t
 

1
1
1
1
n
 

合

高次脳機能訓練，45 ~整形術後／装具，

入院 外来

整形外科 5 

゜総合診療科 14 

゜集中治療科 20 

゜新生児科 20 

゜神経科 22 

゜小児外科

゜ ゜血液腫瘍科 14 

゜心臓血管外科 13 

゜循環器科 14 

゜脳神経外科 16 

゜免疫アレルギー科

゜ ゜腎臓内科 4 

゜糖尿病・代謝内科

゜ ゜形成外科

゜ ゜産科

゜ ゜こころの診療科

゜ ゜内科

゜ ゜泌尿器科

゜ ゜リハビリテーション科 1 197 

合計 143 197 

③ 言語聴覚療法 (Speech Therapy : ST) 

今年度は正規職員 1名、有期職員 2名の体制で臨床業務に取り組んだ。外来では、知的・発達障が

い児の言語指導や家族指導、構音障がいや吃音など話し言葉に障がいのある子どもの言語訓練、口唇

裂口蓋裂児の術後評価、その後の経過観察などを行った。言語聴覚療法は外米中心になりがちである

が、その要因としては、自閉スペクトラム症、学習障がいなどの発達障がいでは、乳幼児期から学童

期に渡って長期間のフォローを要することが多いことが挙げられる。急性期の言語障害、高次脳機能

障害や、長期入院児の発逹促進などへの対応から、入院でのST需要も高まっており、外米業務と調

整しながら適時セラピーを提供できるよう努めている。耳鼻科での聴力検査もST業務の一環であり、

標準純音聴力検査に加え、 OAEやティンパノメトリー、一般耳鼻科では実施困難な乳幼児向けの

COR、遊戯聴力検査などを実施している。また近年注目されている聴覚情報処理障害に対して、聴

覚情報処理検査を実施する機会も少しずつ増えている。

病院外では今年度も静岡市教育委員会特別支援教育推進事業における「専門家チーム」の一員とし

て、ケース検討会議等に出席した。小児医療と教育は切り離せないものであり、今後も連携を深めて

いけるとよいと考えている。

（言語聴覚士鈴木、羽切、横尾）
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表 1 言語聴覚療法実施状況

入院 I 外来
件数

単位数 言I :;:: 
表2 聴力検査実施件数（延べ）

I入::I入院 711 外]6431

図1 目的別件数

その他、 124
口蓋裂評価， 255

発遺援

合計

2891件

7503単位

合目h五ロ

言語発遺促進，

1024 

その他内訳

王：導 1]:I高巳巴 I:2: 

7.心理療法室

表3 依頓科別患者数（件）

依頼科 入院 外来

血液腫瘍科 8 

゜腎臓内科 1 

゜循環器科 2 

゜神経科 15 2 

小児外科 2 

゜脳神経外科 6 

゜心臓血管外科 3 

゜形成外科

゜
360 

耳鼻咽喉科※聴力検査を除く

゜
8 

集中治療科 7 

゜総合診療科 2 

゜リハビリテーション科 2 338 
合計 46 708 

室長は、大石 聡 こころの診療部長（兼務）である。室員は、心理療法士7名〔正規職員6名、有

期職員 1名〕と精神保健福祉土 (MHSW) 2名の計 9名である。心理療法士は、全科対応しており、

各種依頓を受けて臨床心理業務を行った。また、 MHSW2名はこころの診療部での相談支援・地域連

携にまつわる業務を担当した。

(1)心理療法士の活動

主な業務として、心理療法士は、心理検査、心理検査に伴う保護者への聞き取り、心理（遊戯）療

法、集団（グループ）療法、精神科ショートケアを行った。

① こころの診療科における心理療法士の活動

1.心理検査

心理検査は、外来患児および入院患児に対し、医師からの依頼を受け実施している。令和6年

度の心理検査実施患者件数（表 1)は345件で、前年度と比較すると 9％程度減少している。こ

れは、人事的な背景に伴って検査枠を削減せざるを得なかったことが影響しているが、実施件数

に限りがあることによって、本来であれば実施すべきタイミングで検査が実施できないことや、

実施までの待機日数が年々増加していることは大きな課題である。
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検査目的は、前年度同様、「知的水準・知的機能」および「人格水準・性格傾向」が約8割を占

めている。これは、同一患児に対して、知的水準と人格水準の両面へのアセスメントの要請（テ

スト・バッテリー）が前年度に引き続き多かったことを示している。なお、「診断書作成」が前

年度の約半数に減少しているが、これは昨年度が一時的に大きく増加したことが要因であり、今

年度は例年並の件数に落ち着いている。また、実数以上に検査枠数が多く（約1.3倍）、同一患児

に対して多側面からのアセスメントを必要としたケースが多かった点も、前年度同様である。

診断別の心理検査実施件数（表２）は、発達障害圏が205件、全体に占める割合は59.4%となり、

前年度に比べてやや減少しているものの、依然高い割合を占めている。その内訳は、自閉症スペ

クトラム障害（広汎性発達障害、自閉症、アスペルガー症候群を合わせたもの）が179件と51.9%

に上り最も多く、次いで注意欠如・多動性障害（18件,5.2%）が多かった。

一方、神経症圏は133件、全体に占める割合は38.6%であり、前年度より10%程増加傾向にある。

内訳は適応障害が50件と約14.5%を占め、次いで身体表現性障害（26件, 約7.5%）、不安障害（21

件, 約6.1%）となっている。なお、精神病圏は６件と前年度から約半数に減少しているが、例年

同様、入院ケースに伴う検査依頼が多くを占めている。

項目別の心理検査実施件数（表３）では、＜発達及び知能検査＞は『WISC-Ⅴ知能検査（22.4

％）』が最も多く、次いで、『WISC-Ⅳ知能検査（17.5％）』『WAIS-Ⅳ成人知能検査（0.6%）』、

『新版K式発達検査2020（0.2%）』である。今年度９月より、WISC-Ⅴ知能検査（WISC-Ⅳ知能検

査の改訂版）の実施を開始したことが実施件数にも反映されている。

一方、＜人格検査＞は『バウムテスト（38.1％）』が最も多く、次いで、『SCT精研式文章完成

法（9.6%）』『P-Fスタディ（9.5%）』であった。

２．保護者への聞き取り調査と結果のフィードバック

検査結果を保護者のニードに即した形で報告し、より具体的な支援につなげていくために、保

護者への聞き取り調査を行った。まず、保護者への聞き取り調査においては、心理検査を行う患

児の保護者に対して、検査前にアンケートを実施し、それを基にした聞き取り調査（生活場面、

学習場面における得意不得意、心配なこと等）を、312件行った（表４）。また、検査結果のフィー

ドバックは１件（入院ケース）であり、ご家庭の事情や患児のニーズに応じて、治療的な観点か

ら、心理士が直接結果を伝えている。

３．心理療法

子どもたちの年齢や抱えている課題に応じて、対話を通じた「心理療法」や、遊びを通じた

「遊戯療法（プレイセラピー）」を行った。週１回45～50分を基本とし、場合によっては隔週や月

に1回のペースで実施した。今年度は前年度からの継続ケースを含め７名に実施し、延べ実施回

数は112回、となっている。今年度は、外来は、５件全てが前年度からの継続であった。入院に

ついては、継続が１件、新規が１件である（表５）。なお、７名の初診時の診断は、強迫性障害

１名、心的外傷後ストレス障害１名、身体表現性障害１名、小児期反応性愛着障害１名、中等症

うつ病エピソード１名、適応障害が１名、自閉症スペクトラム障害が１名であった。
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に「家族の問題」が続いたが、今年度は患児自身の問題に対する支援要請が多かったといえる。

（水島 みゆき）

（２） 精神保健福祉士（MHSW）の活動

１．相談支援業務

MHSWは、こころの診療科に通院・入院する患児と家族、発達小児科の医師から依頼を受けた

患児と家族を対象に相談支援を行っている。児童精神科病棟専従としてMHSW１名を配置し、こ

ころの診療科、発達小児科、必要に応じて各科の医師から依頼されたケースは、外来担当MHSW

１名が担っている。

今年度の「相談支援 延件数」（表19）は3,049件で、前年度と同様の対応件数となった。

「地域別支援 延件数」（表20）においては、静岡市（1,251件 約40％）の相談件数が多いこと

は例年同様の傾向である。圏域別に見ると、静岡県立こども病院が位置する中部圏域の支援が全体

の67％、それに東部圏域30％が続き、西部圏域は昨年度支援件数が多かったが、今年度は例年並み

に戻り、約2.5％だった。

MHSWの役割の一つは、患児たちの「生活環境」を調えることだ。そのためには、まず患児と

家族は面接を中心に、そして支援機関とは電話で連絡を取り合った。（表21）。

「支援内容別件数」については、＜外来＞（表22-１）＜入院＞（表22-2）＜その他＞（表22-3）

に分けてまとめた。

MHSWの情報提供・共有、連絡調整業務は、外来ケース77.1％（表22-１）、入院ケース44.4％

（表22-2）を閉めており、病院と他機関をつなぐ重要な役割を果たしている。

外来ケース（表22-1）の相談支援は、関係機関と家族との連携が94.3％を占める。患児の状態を

心配し、外来受診日を早めたい、入院させたいという相談や、成人移行の一環として転院支援など

の受診調整支援や、患児の障害や病状を理解し合い、学校生活の支援方法や進路についてなど処遇

の方向性について共有していくことが外来支援の役割となっている。また、訪問看護ステーション

へ精神科訪問看護を依頼するケースが前年度の20件から78件に増加した。放課後等デイサービスな

ど様々な福祉サービス利用の提案を行うが、居場所があってもそこへ通うことができない患児たち

が家族以外の大人と繋がる方法のひとつとして、精神科訪問看護を利用するケースが増えている。

今年度より、新規に精神科ショートケアへ通所する患児の保護者と面談を行った。保護者のニー

ズに合わせて進路相談や福祉サービスの説明等、必要な情報提供を行った。

入院ケースの支援（表22-2）は、35.7％が患児支援であり、外来ケースと様相を異にする。患児

の気持ちを確認し、入院生活の中で患児との時間を共有し、関係性を深める中で様々な想いを聞き

取り、患児の気持ちに寄り添い、退院に向けて環境を調え、患児たちがより安心して生活できるよ

う支援を行った。そして家族支援も多岐にわたった。社会資源や進路に関しての情報提供等、具体

的な支援の提案も行ったが、様々な不安を抱えている保護者に対してはMHSWが「保護者が抱え

ている不安等について気持ちを吐き出す場」となり、保護者を支える役割を担っている。そして、

小学校・中学校・各市町の学校教育課と連携し、退院後に患児のペースに合わせて学校生活に戻れ

るよう、学校と話し合った。

また、入院患者の権利擁護を図り入院治療が行われるよう、精神保健福祉法を遵守するための業

務が12％を占めた。

その他ケース（表22-3）については、当科未受診ケースで、主に児童相談所、教育機関、各市町

の行政機関から、新規外来受診や入院に関する相談を受け、また受診に至るまでの経過確認等の対

応をした。
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［表4] TDM業務 （令和6年度）

A. 対象薬剤

塩酸バンコマイシン

テイコプラニン

トブラマイシン

硫酸アルベカシン

テオフィリン

フェノバルビタール

ゲンタマイシン

B. 血中濃度解析による処方提案の内訳

アミカシン

言十

4

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

4

 

6

-

6

 

増呈 37 

減呈 23 

維持 3 

維持or増呈 1 

維持or減呈

゜推移観察

゜再開時間・維持呈提案

゜

C. 提案に対する受託状況

提案受諾① 62 

提案参考② 1 

提案拒否③ 1 

提案拒否（状況変更）④

゜投与中止⑤

゜受諾率①／（①＋②十③） 96 9% 

受諾・参考率①出②／（①＋②十③） 98 4% 

［表 5] 院内製剤の概要（令和 6年度）

一般製剤（内用・外用）

散剤
内用水剤 軟否 坐薬

倍散 錠剤粉砕

品目数 18 3 

製剤量 50g 33467錠 2070（本） 100（個） 2923（個）

一般製剤（外用液剤）

1000m凶満 1000mL以上

無菌製剤

点眼・点鼻剤 注射剤

品目数

製剤量

3 

518（本）

2 

64（本）

主な特殊製剤

品目数

製剤量

非滅菌

5 

67（本）

滅菌

， 
1576（本）

非滅薗

゜゚
滅菌

゜゚
亜セレン酸内服液50μg/mL

0.65％グルタルアルデヒド溶液50ml

ウリナスタチン謹坐剤5000単位

［表 6] 薬効別薬品購入金額比率（令和6年度）

1その他の代謝性医薬品（免疫抑制剤等） 30 83% 

2生物学的製剤（アルブミン、ゲロプリン、凝固因子製剤等） 23 36% 

3神経系用薬 21 45% 

4腫瘍用薬 8 05% 

5化学療法剤（抗ウイルス剤、抗真菌剤等） 4 53% 

6ホルモン剤 （成長ホルモン、ステロイドホルモン等） 3 40% 

7血液・体液用薬（輸液、 G-CSF製剤等） 1 47% 

8循環器官用薬（強心剤等） 1 43% 

9滋養強壮薬（糖液、高カロリー輸液等） 1 26% 

10 抗生物質製剤 1 25% 

11 調剤薬 0 71% 

12 呼吸器官用薬 0 61% 

13 消化器官用薬 0 57% 

14 その他 1 08% 

言十 100.0% 

［表7]病棟別薬剤管理指導件数
令和5年度 令和6年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北2A病棟

゜゚ ゜
1 

゜゚ ゜
2 

゜゚ ゜
1 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
2 1 1 2 

北2B病棟 ， 5 4 6 6 4 5 3 13 7 3 ， ， 5 10 8 2 4 1 4 4 4 3 7 
北館4病棟 4 1 1 2 3 1 

゜
1 1 1 2 2 3 

゜
1 

゜
6 1 3 

゜゚
4 1 3 

北館5病棟 16 40 48 43 40 36 47 37 39 45 46 49 16 21 14 36 23 24 24 36 26 24 21 25 

西2病棟 5 4 17 8 5 3 16 ， 8 4 4 4 1 3 2 5 3 5 
゜
17 15 11 2 

゜西3A病棟 62 34 49 49 27 1 1 22 16 22 1 2 18 15 21 15 11 21 23 18 21 21 25 18 14 16 

西3B病棟 2 3 

゜゚
1 

゜
1 1 1 

゜
1 1 3 2 

゜゚
1 

゜
1 2 1 1 

゜゚西5病棟 1 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚西6病棟 42 50 62 37 53 60 74 51 57 32 52 28 1 1 3 26 26 33 36 31 41 33 14 17 20 

東2病棟

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚合計 141 137 181 147 135 115 165 120 141 101 126 109 65 49 64 96 91 89 81 121 106 77 59 73 
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図薬剤管理指導算定件数 RS.4~R6.3
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（5）院外研修（学会・研修会・施設見学等）
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区分 名 称 主 催 開催地 開 催 日 期間 人数

人事評価者研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 4/9,10 半日 3

新規役付（主任）職員研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 5/9 半日 11

労務管理者研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 5/10 半日 9

令和６年度 新規採用職員研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡

5/14,15
5/21,22

6/18,19
6/20,21

2日
34

新規役付（困難）職員研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 5/23 半日 1

3病院専門看護師・認定看護師
教育研修

病院機構 本部事務部 総務班 静岡 5/28 半日 10

令和６年度 新規採用職員研修

（理事長講話）
病院機構 本部事務部 総務班 静岡 5/28,31 1時間 34

桜が丘総合病院
管理者研修

病院機構 本部事務部 総務班 静岡

7/16/ 7/22
8/5/
9/2/,17

10/15/,21,28
11/5,11

2日間 7

新任監督者研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 7/24 半日 5

3年次職員研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 7/30,31 半日 18

専門研修
接遇・クレーム応対講座

病院機構 本部事務部 総務班 静岡 8/1 半日 3

医療保険制度・診療報酬基礎講座 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 8/26 3時間 3

専門研修 コーチング研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 8/30 １日 6

3病院教育部会 副看護師長研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 9/4 3時間 74

専門研修 コミュニケーション研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 9/25 1日 5

専門研修 ファシリテーション研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 9/26 1日 5

3病院看護師長研修 病院機構 本部事務部 総務班 静岡 9/13 半日 10

3病院看護師長

接遇研修
病院機構 本部事務部 総務班 静岡 11/8 半日 13

専門研修
メンタルサポート

病院機構 本部事務部 総務班 静岡 11/15 半日 3

認定看護管理者教育課程
セカンドレベル

静岡県看護協会 静岡 7/4/～10/29 35日間 1

令和６年度看護職員実習指導者等

講習会
静岡県看護協会 静岡 7/19/～9/30 28日間 3

看護補助者の活用推進のための看
護管理者研修

静岡県看護協会 静岡 7/30/,8/2 1日 5

静岡県看護の質向上促進研修
感染予防対策

静岡県看護協会 静岡 8/8 半日 1

災害看護地区研修Ⅱ 静岡県看護協会 静岡 9/7 1日 5

助産師交流会 災害に備える

～知・技・動～
静岡県看護協会 静岡 9/26 2時間45分 1

認定看護管理者教育課程
ファーストレベル

静岡県看護協会 静岡 10/1/～12/6 24日間 1

中間管理者研修 静岡県看護協会 静岡 10/9.10 2日間 1

中間管理者研修 静岡県看護協会 静岡 11/13.14 2日間 1

災害看護一般研修Ⅰ 静岡県看護協会 静岡 10/23 半日 7

看護の質向上促進研修
｢倫理的視点から考える意思決定支

援｣

静岡県看護協会 静岡 11/1 1日 1

看護職員管理者の相互研修
｢暮らしをつなげる看護職員ための
研修｣

静岡県看護協会 静岡 11/7 1日 3

みんなで考え、実践に活かそう看

護倫理
静岡県看護協会 静岡 11/12 2日 1

セカンドキャリアセミナー 静岡県看護協会 静岡 11/12 半日 2

第2回看看連携研修会 静岡県看護協会 静岡 11/15 1時間30分 2

新人看護職員指導者研修 静岡県看護協会 静岡
11/19,20,24,25
2025/2/25

5日間 2
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災害支援ナース養成研修

Web 演習
静岡県看護協会 静岡

①11/25,26

②2/20,21
２日 3

災害看護Ⅱ（防災訓練） 静岡県看護協会 静岡 12/1 2時間 4

産科看護管理者交流会 静岡県看護協会 静岡 12/14 1日 1

新人看護局員離職防止に関する講
演会｢あなたも私も大事な存在！認
めあって一緒に協働｣

静岡県看護協会 静岡 2/14 3時間 2

令和６年度訪問看護出向研修等支

援事業実践報告会
静岡県看護協会 静岡 2/15 1日間 1

令和６年度災害支援ナース養成研修 静岡県看護協会 静岡 2/20, 21 2日間 1

令和６度看護実践報告会 静岡県看護協会 静岡 2/22 2.5時間 5

認定看護管理者教育課程
セカンドレベルフォローアップ実
践報告

静岡県看護協会 静岡 3/4 1日 1

新人看護局員離職防止に関する講

演会｢あなたも私も大事な存在！認
めあって一緒に協働｣

静岡県看護協会 静岡 3/5 3時間 2

静岡県院内移植コーディネーター
連絡会

静岡県腎臓バンク 静岡

4/23/,5/21/,6/21
7/30,8/22,9/24

10/22,11/22
12/10,1/17,24,31
2/18/,3/4

2.5時間
2or3

静岡県臓器提供・移植対策協議会 静岡県腎臓バンク 静岡
6/21

2025/1/17,24,31
2時間 3

重症度、医療、看護必要度評価者
及び院内指導者研修

一般財団法人日本臨床看護マ
ネージメント学会

WEB 7/1/～9/30 3

日本小児看護学会第33回学術集会 日本小児看護学会 大阪 7/6,7 2日間 2

小児用補助人工研修セミナー
日本小児循環器学会・日本臨
床補助人工心臓研究会

福岡 7/13 1日間 1

第60回日本周産期・新生児医学会

学術集会
日本周産期・新生児医学会 大阪 7/13/～15 3日間 1

3病院管理者育成研修
静岡県立病院機構3病院教育部

会
静岡

7/22,9/27

2025/2/28

半日
1日
半日

5

訪問看護研修｢医療機関の看護師研修｣
静岡県健康福祉部地域包括ケ

ア推進室
静岡

7/24,7/31,8/1

実習１日
3日 1

ECMOネット小児部会
第1回シミュレーションコース

ECMOnet小児部会
岡山 9/1 1日 1

静岡県災害医療コーディネート研修会 公益社団法人静岡県病院協会 静岡 9/12 1日間 1

中間管理者研修会 静岡県看護管理者会 静岡
①10/9,10
②11/13,14

2日 2

看護師のエンバーマーが教える

エンゼルケア＆メイク
日総研出版 東京 10/10 1日間 1

日本小児アレルギー学会・学術大会 日本小児臨床アレルギー学会 愛知 11/3 ２日間 1

第21回日本褥瘡学会関東甲信信越
地方会学術集会

日本褥瘡学会関東甲信信越地
方会

東京 11/9 1日間 1

第19回医療の質・安全学会学術集会 医療の質・安全学会 神奈川 11/29,30 2日間 2

日本子ども虐待防止学会
一般社団法人
日本子ども虐待防止学会

香川 11/29/～12/1 3日間 1

第44回日本科学学会 学術集会 日本看護科学学会 熊本 12/7,8 2日間 1

第66回日本小児血液・がん学会学

術集会
第22回日本小児がん看護学会学術
集会

第29回がんの子どもを守る会公開
シンポジウム

日本小児血液・がん学会 京都 12/13/～15 3日間 1

第42回日本ストーマ・排泄リハビ
リテーション学会総会

日本ストーマ・排泄リハビリ
テーション学会

福島 2/7,8 2 日間 1

第40回日本栄養治療学会学術集会 日本栄養治療学会 神奈川 2/14 1日間 1

第17回日本医療教授シズテム学会

総会・学術集会
日本医療教授シズテム学会 静岡 3/6,７ 2.5時間 2

第15回西日本補助人工心臓研修セミナー 西日本補助人工心臓研修 大阪 3/8 1日間 1

日本小児総合医療施設協議会
NICU・GCU看護ネットワーク会議

日本小児総合医療施設協議会 Zoom 10/16 1時間 1
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全国自治体病院協議会 看護管理

研修会
全国自治体病院協議会 東京 11/15 1日 3

静岡県災害医療従事者研修会 静岡県病院協会 静岡 12/14,15 1日間 2

第20回血友病看護フォーラム 武田薬品工業株式会社 Web 2025/2/1 2時間 1

2024年度静岡県看護管理者会研修会 静岡県看護管理者会 静岡 2/15 4時間 1

静岡DMATロジスティック研修 静岡DMAT 静岡 2/16 4時間 1

第2回2024年静岡兼自治体病院協議
会看護部長部会研修会

静岡県自治体病院協議会看護
部長部会

静岡 2/28 2時間 1

救急患者退院コーディネーター資
質向上研修

静岡県地域医療課 静岡 3/4 2時間 2

チームステップス研修 名古屋大学 愛知 3/11 1日間 2
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項目 期日 研修内容 参加人数 講師

新規役付け看護師

長・副看護師長・
看護主任研修

2024.5.16
9：00～12：00

目的：
県立こども病院の看護管理者とし

ての役割を自覚し、その機能が発
揮できるようにする
方法：講義

6名

内藤看護部長
小澤副看護部長
医療安全部相原看護師長

萩原感染制御看護師

看護師長・副看護
師長合同研修―Ⅰ

2024.7.19
14：00～16：00

目的：

災害発生時における危機管理マネー
ジメント能力の向上
テーマ：管理者としての行動を考

えよう！
方法：講義・演習

看護部長

副看護部長
看護師長
看護課長

看護課長代行
副看護師長
看護係長

43名

講師：
西5 宇佐美ゆか看護師長

担当：
外来 木村真子看護師長
医療連携部 佐地千穂看

護師長
北2 根岸倫子副看護師長
西6 佐藤衣里副看護師長

困難主任会看護師
勉強会

1）2024.10.28
14:00～15:00

2）2024.11.25
14:00～15:30

3）2024.12.23

14:00～15:30
4）2025.1.27
14:00～15:10

目的：
困難主任看護師に必要な知識・技

術・姿勢を理解し役割発揮できる
方法：講義 グループワーク
1）外来における自立・自律支援

の取り組み
2）医療安全
3）アサーションの考え方と医療

現場での活用
4）被災時に起こりうる職場での
問題と対策

困難主任
各8名

困難主任看護師

新規役付け看護師
長・副看護師長フォ

ローアップ研修
(６ヶ月）

2024.11.7

10：00～12：00

目的：

新任業務を遂行している自己を振
り返り課題を明確にする
医療・看護の動向を理解する

方法：講義・グループワーク

6名
佐野副看護部長兼教育看

護師長

新規役付け看護師
長・副看護師長フォ

ローアップ研修
（12か月）

2025.3.7

9：30～11：30

目的：
12ヶ月の行動を振り返り、今後の
課題を明確にする

自己の目指す理想の部署運営を考
え行動目標が立案する
方法：講義・グループワーク

6名
佐野副看護部長兼教育看

護師長

重症度、医療、看
護必要度評価者研
修

セーフティープラ

スで視聴

目的：
重症度、医療・看護必要度が正し

く評価できる
方法：講義

看護師長

副看護師長
困難主任看護師

主任看護師

名

副看護師長
西3佐野仁美副看護師長

西2土屋副看護師長
北2杉山副看護師長
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項目 期日 研修内容 参加人数 講師

チューター・実地

指導者研修

2024.8.2

13：30～17：15

目的：
１）チューター・実地指導者の役

割を知る
２）チューター・実地指導やの役
割を発揮するための教育的視点を

養う
３）チューター・実地指導者とし
ての今後の課題を明らかにする

方法：講義・演習・グループワー
ク

19名

西2前田友美主任看護師

（継続教育委員）
看護研究発表会
2024.12.19.

15：00～16：10

看護研究発表会
2024.12.19
15：00～16：10

目的：
臨床現場で発生する課題を探求し、

看護研究を取り入れ、実践で活か
す
方法：発表

5名（発表者）
名

静岡県立大学看護学部

学部長
山下早苗教授

看護研究研修

1回目2025.1.21

2回目2025.2.18
3回目2025.3.18
13：30～17：15

目的：臨床現場で発生する課題を

探求し、看護研究を取り入れ、実
践で活かす。
方法：講義、グループワーク

各9名
静岡県立大学看護学部
学部長

山下早苗教授

「私の看護」ステッ
プアップ研修

2025.1.31
8:30～17：15

目的：

自分が大切にしたい看護が明瞭と
なり、今後の看護実践につなげる
方法：講義・グループワーク

25名 伊藤看護師長
継続教育委員

看護管理Ⅰ研修 2025.2.21

目的：医療・看護・社会情勢を知
り、組織理念を鉄斎するための組

織の一員としてすべきことを知
方法：講義・グループワーク

23名

佐野朝美副看護部長兼教

育師長
佐地看護師長
佐野仁美副看護師長

継続教育委員

新規採用者・異動

者合同オリエンテー
ション
（研究研修委員会）

2024.4.1 午後～
4.3 午前

目的：

1）社会人・組織人・職業人とし
ての自覚を促す
2）組織内部門紹介

新規採用看護師
33名

異動看護師
2名

院長．副院長．看護部長．
副看護部長．事務部スタッ
フ．医師.医療安全室長．

医療安全室看護師長
放射線科．臨床検査技術
室．薬剤室．輸血管理室.

栄養管理室.臨床工学室.
入退院支援室
成育支援室．地域連携室.

皮膚排泄ケア特定認定看
護師.ICN．PT．CLS．
保育士．医療メディエー

ター．司書.心理療法士．
ハンドラー

看護部新規採用看
護部集合研修

ミニ実習.ロールプ
レイング・集合研修

2024.4.3 午後～4.9

4.10～5.8

5.31
13：00～17：15

目的
１）社会人・組織人・職業人とし

ての自覚を持つ
２）安全な看護技術と知識の基本
を知る

項目
・小児看護の動向と看護部の基

本理念

・看護部の組織・運営・活動
・看護部の服務・福利厚生
・基本姿勢・継続教育

・小児の特性
・こどもとの関わり
・小児領域における看護倫理

・小児のセルフケア・オレムの
看護理論

・感染対策

・電子カルテ
・看護記録
・社会人としての心構え

・上司と語る
・先輩と語る
・与薬

・臨床で使えるバイタルサイン

4月5日～4月11日
新規採用看護師

33名
異動看護師

2名

ミニ実習.ロールプ
レイング・集合研修

4月10日～5月8日
新規採用看護師

33名

5月8日

看護補助協働に関
する研修

新規採用看護師

33名

継続教育委員
看護部長・副看護部長・

看護師長
各部署の看護師
青島薬剤室室長

八木栄養管理室主任
作田CLS・勝谷司書
小林・高田臨床工学技師

鈴木・藤川・小出理学療
法士
IT室水野主査

江島看護補助者

萩原感染制御実践看護師

小木主任看護師
感染対策検討部会リンク
ナース

池田小児専門看護師
塩崎小児救急看護認定看
護師

加藤がん化学療法認定看
護師 課長代行
中村皮膚排泄ケア特定認

定看護師 課長代行
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・照合と同定
・ミルク・食事の種類

・口腔機能と食事接収
・ルート確保、抹消ラインロッ
ク

・輸液管理
・心電図モニター、パルスオキ
シメーター

・酸素療法、酸素の取り扱い
・移乗、移床、移送、安全なだっ
こ

・吸引
・抗菌薬
・滅菌物の取り扱い

・NG挿入、経管栄養
・こどもの発達と起こりやすい
事故

・看護職と感情労働
・こどものスキンケア
・院内見学

・図書オリエンテーション
・ミニ実習
・危険予知トレーニング

方法：講義・グループワーク・演
習

ミニ実習

目的：
職場環境をイメージでき自部署に
向かう準備ができる

方法：各部署でシャドーイング
中央で共有と振り返りのグ
ループワーク、ロールプレ

イング

古賀手術看護認定看護師
医療安全室相原看護師長・
安全推進看護部会

西3A：佐野仁美副看護
師長
西5：惠谷副看護師長

西5:市川看護師
西3B：今井副看護師長
西3B：増田看護師

西3B：望月千穂看護師
西3B：岸本看護師
西6：佐藤衣里副看護師

西6：田邊主任看護師
西6：中村副看護師長

東2：杉田看護師
北5：赤松主任看護師
西2：杉村主任看護師

北4：榎本看護師

看護補助者協働に関する

研修
北2：根岸倫子副看護師
長

手術室：渡邉美枝副看護
師長 石野副主任
佐野朝美副看護部長兼教

育師長

新規採用者
１か月研修

2024.5.31
13：00～17：15

目的：リスクセンスを高める
意図的に新人同士のコミュニケー
ションの場を設け、メンタルサポー

トを図る
方法：講義・グループワーク

新規採用看護師33
名

安全推進看護部会
継続教育委員会

新規採用者

前期フォローアッ
プ研修

2024.7.5
8：30～17：15

目的：現在の自分を認め、今後の
仕事に対して前向きな気持ちを持

つことができるようにする
方法：グループワーク・学研eラー
ニング・地震防災センター見学

29名 継続教育委員会

急変時の対応研修
2024.9.20
8：30～17：15

目的：急変時、チームの一員とし

て自らの役割を理解し行動する
方法：講義・演習・グループワー
ク

29名

講師：塩崎小児救急看護

認定看護師
西5 桒原主任看護師
継続教育委員

新規採用
6ヶ月研修

2024.10.18
8：30～17：15

目的：新規採用者がエラーに至る

背景を理解し、どう行動変容すれ
ばよいのか気付く
方法：講義・グループワーク

29名
継続教育委員
講師：

東2 松本主任看護師

新規採用者
10ヶ月研修

2025.1.17
15：30～17：15

目的：わかり合える仲間と感情労

働を共有し、自身の心の健康を保
つ方法を知る
方法：グループワーク

32名 継続教育委員会

新規採用者
12ヶ月研修

2025.3.7
8：30～17：15

目的：

１）患者の全体像をとらえること
で、看護実践に結び付ける考え方
がわかる

２）自分が大切にしたい看護を再
認識し、現状の課題と次年度の目
標を明確にする

3）1年間の成長を実感し、自己肯
定感を高める
方法：講義・グループワーク

30名
講師：
池田小児専門看護師

継続教育委員
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項目 期日 研修内容 参加人数 講師

実習指導者研修
2024.10.15
8：30～16：00

目的：

若者の特性を理解し、効果的な指
導を行うための基本的な考え方と
スキルを学び、実習指導の場で役

立てる
方法：講義、グループワーク･演
習

20名
講師：石嵜主任看護師
実習指導者委員会

項目 期日 研修内容 参加人数 講師

看護補助者研修

1）2024.7.25
13:15～13:45

2）2024.8.22
13:15～13:45

3）2024.9.26

13:15～13:45
4）2024.10.24
13:15～13:45

5）2024.11.28
13:15～13:45

6）2024.12.26

13:15～13:45
7）2025.1.9
13:15～14：00

目的：
・看護補助者業務に必要な基本的

知識･態度
を習得し業務の効率化や改善が
図れる

・看護補助者の主体性・発信力が
向上する

1）接遇

2）医療安全
3）感染（PPEの着脱・手指消毒）
4）5）6）7）看護補助者主体研修

看護補助者
1）17名

2）20名
3）23名
4）20名

5）20名
6）20名
7）20名

1）渡邊副看護師長
2）中村副看護師長

榎田主任看護師

3）萩原副看護師長
4）看護補助者委員
1）5）6）7）

看護補助者

依頼先 派遣理由 実施日 派遣人数 派遣場所

サマーキャンプ
｢がんばれ共和国｣

認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク

医療的ケア児対応 8月2日～4日 2名
島田

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2024
静岡静岡県看護協会

医療ボランティア 11月16,17日 2名
静岡

静岡県市町村対抗駅伝競争大会 救護 11月30日 2名 静岡

依頼目的 講師氏名 実施日 場所 会合の名称

新生児の助産診断 技術学 中山真紀子 5月23日 静岡 静岡市立清水看護専門学校

助産診断・技術学Ⅴ ハイリスクケア
12時間

中山真紀子
5月24日
6月7日

静岡 静岡県立看護専門学校

助産管理 周産期管理システム
母体搬送 オープンシステム

MICU・NICUの実際 2時間

森佐和美 6月18日 静岡 静岡県立看護専門学校

小児看護基礎知識②
症例検討を中心に（感染症含む）

大石志津 6月26日 静岡 静岡市緊急サポートセンター

周産期助産学演習 NCPR講習会 中山真紀子 7月10日 静岡 静岡県立大学看護学部

第61回静岡ストーマリハビリテーション
講習会

中村雅恵 7月6日 静岡 静岡県中部WOCネットワーク

小児看護基礎知識①

子どもの病気とそのケア
荒井裕也 7月10日 静岡 静岡市緊急サポートセンター

令和6年度周産期助産学
演習NCPR講習会

中山真紀子 7月10日 静岡 静岡県立大学大学院

第60回日本小児循環器学会総会・学術集会
「循環不全に対するECMOの実際」

荒井裕也 7月13日 福岡 日本小児循環器学会

第60回日本周産期・新生児医学会学術集会 中村雅恵 7月14日 大阪 日本周産期・新生児医学会

小児在宅ケアコーディネーター研修会 矢部和美

7月29,30日

9月23日
11月25日

京都 京都橘大学
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人工呼吸器に関する基本的知識

｢正しい吸引方法も含めて｣
杵塚美知 8月5日 静岡 静岡県立大学看護学部

小児在宅移行支援指導者 育成研修 木俣あかね 9月6日 WEB
公益社団法人日本看護協会

神戸研修センター

静岡がんセンター認定看護師教育課程
がん放射線療法を受ける患者・家族の包

括的アセスメントと看護支援

加藤由香 9月9日 静岡 静岡県立静岡がんセンター

静岡がんセンター認定看護師教育課程
1 ストーマの管理
2 排泄障害の管理

中村雅恵 9月9日 静岡 静岡県立静岡がんセンター

「第20回血友病看護フォーラム」 佐藤典子 9月12日 WEB 武田薬品工業株式会社

携帯型輸液ポンプを使用したBlinatumo

mabの投与方法について
加藤由香 9月21日 静岡 アムジェン株式会社

助産学科 母児救命 中山真紀子 9月25日 静岡 静岡市立清水看護専門学校

災害に備える ～知・技・助～ 宇佐美ゆか 9月26日 静岡 静岡県看護協会

令和6年母子保健関係職員等研修会
「NICUにおける看護」

中山真紀子 10月9日 静岡 静岡県健康福祉部こども未来局

令和6年母子保健関係職員等研修会
「医療的ケア児の就園支援、就学支援」

田中茂美 10月9日 静岡 静岡県健康福祉部こども未来局

令和6年母子保健関係職員等研修会

「NICUにおける退院支援」
岩科理紗 10月9日 静岡 静岡県健康福祉部こども未来局

令和6年度第1回災害時小児周産期リエゾ
ン要請研修

宇佐美ゆか 11月3日 大阪
独立行政法人国立病院機構

本部DMAT事務局

小児看護の展開1
熱傷患児と家族への看護

原田奈々絵 11月13日 静岡 静岡市立看護専門学校

小児看護の展開1

口唇口蓋裂患児と家族への看護
久保木紀子 11月19日 静岡 静岡市立看護専門学校

小児看護の展開1
白血病患児と家族への看護

石垣美千留 12月9日 静岡 静岡市立看護専門学校

小児看護学Ⅰ
障害のある子どもと家族の看護

池田綾子 12月 静岡 静岡県立看護専門学校

小児看護学Ⅰ

主要疾患のある子どもと家族の看護
池田綾子 12月 静岡 静岡県立看護専門学校

小児看護１ 急性期、救急処置 原田奈々絵
2025年
1月8日
1月15日

静岡 静岡県立看護専門学校

小児看護学方法論Ⅰ

「精神疾患をもつこどもと家族の看護」
池田綾子 1月10日 神奈川 横浜創英大学

人工呼吸器管理に関する基礎知識｢気管カ
ニューレ（アジャストフィット）の管理

杵塚美知 1月10日 静岡 静岡県立中央特別支援学校

小児・AYA世代がんの長期フォーロアッ
プに関する研修会

加藤由香
松崎愛里

1月11日 愛知 日本小児血液・がん学会

第39回日本がん看護学会学術集会2025年

度教育セミナー
加藤由香

2月22日
ライブ配信 日本がん看護学会

医療的ケア児支援対応看護師向け緊急時
対応研修

塩崎麻那子 3月15日 静岡
静岡県健康福祉部障害者支援局

障害福祉



第17節 事務部

１．総務課

○ 総務係

１）体制

正規職員 ５名、有期雇用職員 ５名

２）業務内容

職員の人事、給与、福利厚生、その他の総務事務を行っている。

① 人事関係 組織及び人事、職員の採用・退職等の手続 他

② 給与関係 給与・諸手当の支払事務 他

③ 福利厚生 健康診断、公務災害、共済・互助会等の手続 他

④ その他 旅費の支払、研修医の受入、医療法の申請・届出、保険医・麻薬関係の届出 他

○医師業務支援室

１）体制

正規職員 ２名(総務課職員兼務)、有期雇用職員 19名

２）業務内容

医師の指示の下に、診断書等の文書作成の補助、診療記録の代行入力、医療の質の向上に資す

る事務作業（診療に関するデータ整理、院内がん登録等の統計・調査、医師の教育や臨床研修の

カンファレンスのための準備作業等）、入院時の案内等の病棟における患者対応業務及び行政上

の業務（救急医療情報システムへの入力、感染症サーベイランス事業にかかる入力等）への対応

２．医事課

○ 医事係

１）体制

正規職員 ６名（うち兼務１名）、有期職員 ３名

委託職員 約60名（㈱ソラスト）

２）業務内容

① 窓口・会計業務

ア）外来受付：外来を受診する患者に対し、初再診受付で保険証・マイナ保険証の確認等をした後、

各診療科へ案内する。受診後は診察室またはエリア受付で次回の受診予約を行い、

会計へ案内する。

イ）入院受付：入院する患者に対し、入院申込書等の必要書類を確認するとともに、持ち物、面会

方法、入院費用などについて説明を行なう。

ウ）会 計：各患者の医療費を計算する。外来は当日、入院は１か月分をまとめて請求書を発行

し、併設の窓口で受領する。

エ）文書受付：診断書や意見書など、患者等から各種文書発行の受付をし、担当医に取り次ぐ。

② 公費制度に関する業務

小児慢性特定疾患等の公費制度に関するものは、意見書などの文書発行のほか、窓口で制度のし

くみや手続きについての説明を行なう。

③ 施設基準の届出に関する業務

診療報酬を算定するにあたって、医師、看護師配置、設備等の施設基準の届出が必要なものにつ
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いて、管轄する東海北陸厚生局へ届出を行う。届出した施設基準については、基準に沿った人員配

置や運営がなされているか月次で確認を行う。また、新たに届出る場合の診療報酬の影響額の試算

等も行なう。

④ 診療報酬請求

毎月10日までに、前月の医療費を保険者に請求するレセプトを作成し、審査支払機関（社会保険

診療報酬支払基金、国民健康保険団体連合会）へ提出する。返戻や査定されたレセプトについては、

修正や追記し再請求を行なう。

⑤ 医療費未収金の管理

期日までに支払われなかった医療費について、督促や分割支払い等の相談に応じる。また、長期

間未払いとなっているものは、弁護士事務所に回収業務を委託する。

⑥ 医事統計

患者数、診療件数等を定期的に集計し、院内・院外へ報告する。

⑦ 医療事故に係る訴訟等への対応

医療過程の中で医療事故が生じた際に、医療安全管理室、顧問弁護士等と連携して訴訟等への対

応を行なう。

⑧ 障害福祉サービス費（医療型短期入所）請求

毎月10日までに、前月の障害福祉サービス費を支給市町村に請求するデータを作成し、国民健康

保険団体連合会へ提出する。返戻されたデータについては、内容修正し再請求を行なう。また、利

用者に対して一部負担金等の請求や代理受領の通知を行う。

３．会計課

会計課は２つの係から構成されている。

○ 企画・管財係

１）体制

正規職員 ６名、有期職員 ２名

２）業務内容

病院経営の基本方針等、病院経営の企画、病院施設の維持・管理、器械備品購入等を行ってい

る。

① 年度計画等 年度計画を院内・機構本部との調整をしつつ、策定した。

② 病院経営 病院経営に関する企画、経営状況分析、患者満足度調査等を実施した。

また収支改善にかかる諸調整を行った。

③ 広報 情報提供・取材申込み・記者会見の設定等メディアへの対応、

視察への対応、ホームページの更新等を行った。

「年報」の原稿取りまとめ、作成を行った。

④ 理事会 資料作成等を行った。

⑤ 評価委員会 業務実績報告書・評価個票等資料作成、委員会に出席した。

⑥ 管理会議 資料取りまとめ、会場設営、議事録作成を行った。

⑦ 施設改善計画 施設改善の企画・計画・調整等を行った。

⑧ 患者意見 患者（家族）からのご意見箱への投書の整理、回答取りまとめを行った。

⑨ 寄附受領 寄附の受領事務・感謝状の発行を行った。
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⑩ 移行期医療 院内各委員会・部会の運営等を行った。

⑪ 庁舎管理 病院施設の改善・維持・修繕工事の実施、光熱水費の支払、防災関係事務 他

⑫ 業務委託 病院設備の保守・警備・清掃等の業務委託、外注検査の契約事務 他

⑬ 建築、改修工事 病院・宿舎の建築、建物設備の大規模改修工事 他

⑭ 器械備品 器械備品購入委員会の開催、契約事務、修繕

３）その他

「I LOVEしずおか協議会」主催の「青葉シンボルロード・イルミネーション事業」に、モニュ

メントツリーを設置し、ツリー土台には入院患者・家族及び職員等へのメッセージが届くように専

用のポストを設けた。多数のメッセージは、患者への励まし、職員への感謝の気持ちが綴られてお

り、院内掲示をすることで、患者・患者家族・職員の気持ちをひとつにつなげることができた。

○経理係

１）体制

正規職員３名、有期職員２名

２）業務内容

各種費用の予算管理、出納事務を行っている。

① 予算・決算 予算編成、決算事務、各種監査への対応

② 物品購入 診療材料、薬品、消耗品等の購入、管理

③ 出納業務 収入支出業務 他
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第18節 見学・研修・実習（受入）

診療各科
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科名 期間 派遣元期間名 人数 内容

総合診療科

2024.07.01～

07.31
静岡赤十字病院 1

初期研修医2年目

実習

2024.08.01～

08.30
静岡赤十字病院 1

初期研修医2年目

実習

2024.09.01～

09.30
順天堂大学医学部付属静岡病院 1

初期研修医2年目

実習

2024.10.01～

10.31
静岡赤十字病院 1

初期研修医2年目

実習

2024.01.06～

01.31
静岡赤十字病院 1

初期研修医2年目

実習

2024.02.03～

02.28
桑名市立総合医療センター 1

初期研修医2年目

実習

2024.05.07 八戸市市立市民病院 1
初期研修医2年目

見学

2024.05.13 公立若槻病院 1
初期研修医2年目

見学

2024.05.13 岡山医療センター 1
初期研修医2年目

見学

2024.12.17 伊賀市立上野総合市民病院 1
初期研修医1年目

見学

2024.04.30 関西医科大学 1 医学生5年見学

2024.04.30 名古屋大学 1 医学生5年見学

2024.06.17 山梨大学 1 医学生6年見学

2024.07.08 山梨大学 1 医学生6年見学

2024.08.06 秋田大学 1 医学生2年見学

2024.08.13 千葉大学 1 医学生6年見学

2024.11.11 富山大学 1 医学生6年見学

集中治療科 2024.07.04 あいち小児保健医療センター 1 医師病棟見学

免疫・アレルギー科

2024.04.1～

05.31
山梨大学 1 病棟研修

2024.04.01～

05.31
島根大学 1 病棟研修

2024.04.30 名古屋大学 1 外来見学

2024.04.30 関西医科大学 1 外来見学

2024.05.07 八戸市立市民病院 1 病棟見学

2024.05.13 静岡県立総合病院 2 外来見学

2024.06.17 山梨大学 1 外来見学

2024.07.08 静岡県立総合病院 1 外来見学

2024.07.08 山梨大学 1 外来見学

2024.08.07 関西医科大学 1 外来見学

2024.08.07 秋田大学 1 外来見学

2024.08.21 岐阜大学 1 外来見学

2024.09.09 静岡県立総合病院 1 外来見学

2024.11.11 富山大学 1 外来見学

2024.11.11 静岡県立総合病院 1 外来見学

2025.01.20 静岡県立総合病院 1 外来見学

2025.02.17 静岡県立総合病院 1 外来見学

2025.03.10 静岡県立総合病院 1 外来見学

糖尿病・代謝内科
2024.04.～

2025.03
県立総合病病院 外来見学
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2024.04.～

2025.03
他大学医学生 外来見学

外科

（小児外科・成育外科）

2024.02.01～

02.29
静岡県立総合病院 1

実習 医籍番号：

587524

2024.02.05～

02.16
浜松医科大学5年生 2

2024.02.19～

03.01
浜松医科大学5年生 2

2024.03.04～

03.15
浜松医科大学5年生 1

2024.03.18～

03.29
浜松医科大学5年生 2

2024.04.01～

04.12
浜松医科大学6年生 1

2024.05.07～

05.17
浜松医科大学6年生 1

2024.06.03～

06.14
浜松医科大学6年生 1

2024.06.03～

06.28
静岡県立総合病院 1

実習 医籍番号：

596563

2024.07.01～

07.31
後期研修医3年 1

2024.08.13～

08.30
静岡市立静岡病院 1

実習 医籍番号：

573851

2024.10.01～

10.31
後期研修医3年 1

2024.11.01～

11.29
静岡赤十字病院 1

実習 医籍番号：

599926

2024.11.01～

11.15
静岡県立総合病院 1

実習 医籍番号：

589316

2024.11.07 新潟医療センター 1
見学（新潟：

初期研修医2年）

2024.12.24 静岡県立総合病院 1
実習 医籍番号：

572662

脳神経外科 ３ヵ月ごと 京都大学病院 1or2人
医師専攻医臨床

実習

歯科

2024.04.04 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.04.11 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.04.18 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.04.24 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.04.25 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.05.02 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.05.09 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.05.16 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.05.23 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.05.23 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.06.06 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.06.13 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.06.27 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.07.04 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.07.11 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.07.25 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.07.25 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.08.08 静岡県歯科衛生協会 DH 1 歯科診療見学

2024.08.22 静岡県歯科衛生協会 DH 1 歯科診療見学

2024.09.05 すえのぶクローバー歯科 Dr DH 2 歯科診療見学
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2024.09.19 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.09.26 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.10.03 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.10.17 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.10.24 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.10.31 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.11.14 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.11.14 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2024.11.28 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.12.05 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.12.12 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.12.19 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2024.12.26 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2025.02.06 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2025.02.06 吉田 鈴木歯科 Dr 1 歯科診療研修

2025.02.13 静岡県歯科衛生士会 DH 1 歯科診療見学

2025.03.14 栄養士学生 3 摂食外来診療見学

2024.06.～

11.29
静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科 37 学生臨床実習

血液腫瘍科

2024.05.07～

05.17
藤田医科大学 1 実習

2024.05.14 静岡県立総合病院 2 見学

2024.06.18 山梨大学 1 見学

2024.07.22-26 スロバキア国立コメニウス大学 1 見学・実習

2024.08.06 秋田大学 1 見学

2024.07.19 神奈川県立こども医療センター 1 見学

2024.08.13 千葉大学 1 見学

2024.08.20 京都大学 2 見学・実習

2024.08.27 京都大学 2 見学・実習

2024.09.06 京都大学 2 見学・実習

2024.11.12 富山大学 1 見学

2025.01.21 静岡県立総合病院 1 見学

2025.02.18 静岡県立総合病院 1 見学

2025.02.04 越谷市立病院 1 見学

2025.02.18 静岡県立総合病院 1 見学

2025.02.25 NTT東日本関東病院 1 見学

2025.03.11 静岡県立総合病院 2 見学
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科名 期間 派遣元期間名 人数 内容

放射線技術室

2024.04.03 東海医療技術専門学校 1 病院見学

2024.06.10～

06.14
岐阜医療科学大学 1 病院実習

2024.06.17～

06.21
岐阜医療科学大学 1 病院実習

2024.07.01～

07.05
静岡医療専門大学校 1 病院実習

2024.11.21 岐阜医療科学大学 1 病院見学

2024.11.25 日本医療大学 1 病院見学

2024.11.28 新潟医医療福祉大学 1 病院見学

2024.12.02～

12.03
岐阜医療科学大学 1 病院実習

2024.03.17 静岡医療専門大学校 1 病院見学

検査技術室

2024.05.09 北里大学保健衛生専門学院 1 検査室見学

2024.06.12 東北大学 1 検査室見学

2024.06.03～

07.26
岐阜医療科学大学 1 臨地実習

成育支援室

2024.08.19 日本社会事業大学社会福祉学部 1 医療保育見学

2024.04.22～

04.26
静岡県立大学短期大学部 2 HPS実習指導

2024.06.17～

06.21
静岡県立大学短期大学部 2 HPS実習指導

2024.10.07～

10.11
静岡県立大学短期大学部 1 HPS実習指導

2024.10.28～

11.01
静岡県立大学短期大学部 1 HPS実習指導

2024.12.09～

12.20
静岡県立大学短期大学部 2 HPS実習指導

2024.07.01～

2025.01.20
子ども療養支援協会 1

子ども療養支援士養成

コース実習

2024.09.30～

11.19
子ども療養支援協会 1

子ども療養支援士養成

コース実習

リハビリテーション室

2025.02.26 下田メディカルセンター小児科 2
患者のフォローについ

て面談

2025.03.12～

03.13
岩手県立療育センター診療部訓練科 2

リハビリテーション室

見学

2024.09.12 京都大学大学院医学研究科 1
小児リハビリテーショ

ン研修

2024.09.12
京都大学医学部附属病院

リハビリテーション部
1

小児リハビリテーショ

ン研修

2024.08.20～

08.22
京都大学 2 各病棟見学、実習

2024.08.27～

08.29
京都大学 2 各病棟見学、実習

2024.09.4～

09.06
京都大学 2 各病棟見学、実習

2024.09.06 神戸国際大学 1 病院内、リハビリ見学

2024.12.16 宮城県立こども病院 3
早期離床・リハビリテー

ション加算対応について

2024.04.05 日本福祉大学 1

当院理学療法における

対象疾患と治療法につ

いてのお話伺い
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栄養管理室

2024.06.14
神戸市医療センター中央市民病院

脳神経外科
1 摂食・食育関連見学

2025.03.03～

03.14

常葉大学 健康プロデュース学部

健康栄養学科
2 臨床栄養実習

2025.03.03～

03.14

静岡県立大学 食品栄養科学部

栄養生命科学科
2 臨床栄養実習

薬剤室

2024.05.22 横浜薬科大学 1 見学

2024.08.19 金沢大学 薬学類 1 見学

2024.11.12 日本大学 1 見学

2024.11.27 武蔵野大学 1 見学

2024.12.18 静岡県立大学 1 見学

2024.12.18 静岡県立大学 1 見学

看護部

2024.04.25 静岡市立静岡看護専門学校 3年生 40
実習オリエンテーション

院内見学

2024.05.07～

05.10

2024.05.27～

05.31

2024.06.17～

06.21

静岡市立静岡看護専門学校 3年生 40

小児看護学実習

実習部署：北4 北5

西3A 西6 外来

2024.05.13～

05.24

2024.06.03～

06.14

静岡県立静岡看護専門学校 看護Ⅰ・

Ⅱ学科
14

小児看護学実習

実習部署：北4 北5

西3A 西6 外来

2024.07.12,19 2024年度特定行為研修 小児独自科目 4 特定行為研修 外来

2024.07.16 小児アレルギー教室 47 食物アレルギー教室

2024.08.07 小児アレルギー教室 14 アトピー性皮膚炎教室

2024.11.21 小児アレルギー教室 23 食物アレルギー教室

2024.08.21 静岡県立静岡看護専門学校 助産学科 4 北2A・北2B実習

2024.07.08～

07.18

順天堂大学保健看護学部

看護総合実習
12

実習部署：北4 北5

西3 西6

7月19日 実習報告会

（ZOOM)

2024.07.29～

08.09
静岡県立大学看護学部 4年生 12

総合実習

実習部署：北4 北5

西6 西3A

2024.09.09～

2025.02.14
静岡県立大学看護学部 3年生 125

小児看護学実習

実習部署：北2 北4

北5 西3A 西3B

西6 外来

2024.09.10 常葉大学健康科学部看護学科 3年生 46 病院オリエンテーション

2024.08.26～

12.12

東都大学沼津ヒューマンケア学部看護

学科
45

小児看護学実習

実習部署：北4 北5

西A 西6

2024.11.05～

2025.01.23
常葉大学健康科学部看護学科 3年生 43

小児看護学実習

実習部署：西3A

西3A 北4 北5 西6

2024.07.04～

07.05

神戸常磐大学短期大学部

看護学科通信制
1

小児看護学実習

実習部署：北4

2024.07.25～

07.26

学校法人安西学園

弥富看護
6

小児看護学実習

実習部署：北4 西６

2024.02.17,18,

20,21

静岡県立大学大学院看護学研究科

助産学課程
2

周産期助産学演習

実習部署：北2 西2

2024.08.22,29 静岡県看護協会主催 4
重症心身障害児者（者）

研修
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2025.02.17～

02.28
静岡大学 養護教育専攻 9

養護教育専攻

臨床実習Ⅰ

図書室

2024.11.05～

11.05
図書館総合展運営委員会 1

第26回図書館総合展

（研修）

2024.11.11～

11.11
静岡県教育委員会 1

第31回静岡県図書館大

会（研修）
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